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研究成果の概要（和文）：本研究は、3年間で、現場での地域医療実習が困難になった医学生に、多職種連携の
考え方、全人的医療の重要性を修得させるためのICT教材を開発し、プライマリ・ケア教育向上に資することを
目的とした内容であり、1年目にはへき地の介護老人保健施設で複数の専門職に対して教材の題材収集に関する
インタビュー調査を、2年目には実際の授業を受ける4～6年次医学生に対して学習者の立場から教材の題材収集
に関するインタビュー調査をそれぞれ行った。3年目には各専門職、医学生双方の結果を反映させて実際に教育
で使用するモデル教材を開発した。研究期間全体を通じ、プライマリ・ケア領域での教育において有益な研究成
果が得られた。

研究成果の概要（英文）：This three-year study aimed to enhance primary care education by developing 
ICT-based teaching materials to help medical students, particularly those with limited community 
healthcare training, understand multidisciplinary collaboration and holistic medicine. In the first 
year, interviews with professionals at a remote elderly care facility informed material collection. 
The second year involved interviews with fourth- to sixth-year medical students to incorporate the 
learner perspective. Based on these findings, the third year focused on developing model teaching 
materials for practical use. Throughout the study, valuable insights were obtained that contribute 
to the advancement of primary care education.

研究分野：総合診療

キーワード： 多職種連携　地域医療　全人的医療　ICT

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医師数が絶対的に不足するへき地で、医学生が若手医師となった時に自信をもって各専門職とコミュニケーショ
ンがとれるようになるための事例ベースのICT教材を開発したことで、全人的医療の重要性を医学生に教育し、
本邦のプライマリ・ケア領域に新たな展開をもたらす効果が期待される。研究成果は、多職種の専門家が集まる
本邦の学会で関係者に還元すると共に、今後、へき地の医師不足で教育方法に悩む世界各国に向けての研究成果
の海外発信も見込んでいる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 
高齢社会化、疾病構造の変化を背景として、医師が自らの狭い専門領域のみで医学生を教育す
ることについての限界が指摘されるようになった。チーム医療推進のため、医師のみならず多く
の専門職が協働して診療・教育を行う多職種連携の体制が望ましいと指摘されているが、本邦で
は、多職種が協働して全人的医療を提供する教育体制の確立は未だ不十分とされている。 

 
令和元年度末からのコロナ禍により、地域の現場での実習が困難な状況となる一方、オンライ
ン型の新しい教育様式の導入が進み、臨床実習においても、物理的距離や時間的障壁が克服でき
る ICT教材が利用される場面が多くなってきた。 
 
２．研究の目的 
 
 上述の背景のもと、地域医療の現場での実習が困難なWith Coronaの現状で、多職種が協働
して全人的医療を提供することを体験できるような ICT 教材を開発して、現在並びに今後の
Post Coronaの医学教育に生かすことを本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 研究期間の最初の 1年でへき地の介護老人保健施設に 10年以上の勤務経験を有する各専門職
に対して、次の 1年で実際に授業を受ける 4～6年次医学生に対して、それぞれインタビュー調
査を行い、モデル教材開発のための題材収集を行うこととした。最後の 1年で各専門職、医学生
双方の調査結果を反映させ、医学教育に活用できる ICT教材を開発することとした。 
 
  最初の 2 年間のインタビューでは、半構造化インタビューとフォーカスグループの手法を組
み合わせた。フォーカスグループの対象者の決定に際しては、有識者との意見交換も行った上で、
代表者・分担者の合議により決定することとし、さらに、特に重要な意見を出した対象者に依頼
して、詳細な半構造化インタビューを補完的に追加する計画とした。インタビューは、フォーカ
スグループ、半構造化インタビュー共に 1回あたり 60分以内とし、対象者の承認を得て、発言
内容は全て録音し、その後、録音データを全て活字化した。その活字化データについて、メモな
どから発言の様子や言外の意図なども考慮しつつ内容をコード化する内容分析の手法を用いた。
開発する教材の基礎資料となるデータが得られるように、対象者に尋ねる内容は、最初の 1 年
の各専門職に対しては、①自職種の役割・専門性と特性(できること・できないこと)、②(実際の
事例を挙げて)多職種チーム内での自職種の活躍・成功体験、③過去に多職種チームで協働して
いて最も印象に残った出来事、④過去に多職種連携を実践した際に気づいた点、困った点、改善
できそうな点、⑤自職種の立場から現場で医師に求められる知識・技能・態度(必要な指示含む)、
次の 1年の医学生に対しては、①(多職種連携の現場ビデオを視聴させて)チーム医療実践例で気
づいた点、現時点のイメージ、②各職種の役割に対する現時点の理解度、③(学生の視点から)試
験勉強に必要な知識・技能、④多職種チームの協働が必要な場面の見学・実習希望例、⑤その他
教材に含めたい内容とした。 
 
最後の 1年の教材開発では、介護老人保健施設で、医師、看護師、介護支援専門員、介護福祉
士、PT/OT/ST、管理栄養士、歯科衛生士の各専門職が協働して施設利用者を受け持つことを想
定したモデル事例を専門職チームで検討した。医学生が医師になった際に、他の各専門職に対し
て適切な指示を出せるように、経験が少ないと作成が難しい主治医意見書などの公文書作成が
できるような教材を開発することを計画し、全ての事例で共通して下図のようになるように、
ICT教材を開発した。 
 
(ICT教材の内容) 
  
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
上記の方法通りに、予定通り ICT教材の開発を行うことができ、研究期間の 3年間を通じて、
プライマリ・ケア領域での教育に有効活用できる研究成果が得られた。研究期間を終了した現時
点で、さらなる教材のブラッシュアップのために複数回の検討を重ね、実際の教育現場での具体



的な活用方法についても検討しているところである。また、3 年分の学術成果の集大成として、
令和 7年度に開催される世界家庭医機構(WONCA)に向けて学会発表の準備も行っている。 

 
今後のさらなる研究への示唆として、プライマリ・ケア領域の中でも特に多職種連携が重要と
なる関連領域、具体的には、在宅医療の領域でも、基礎資料として本成果を活用できることから、
同領域での教材開発にも同様の手法を用いることについて検討しているところである。 
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